
ゆうすい 議会だより
3 月 定 例 会 　 4 月 臨 時 会   

平成29年6月1日発行   第50号

『くりの高原ランニング大会』
　第 12 回湧水町くりの高原ランニング大会が開
催され，町内外から 1300 名を超えるランナーが
参加されました。昨年は熊本地震の影響により，
やむなく中止となりましたが，今大会は天候にも
恵まれ，参加者は，うららかな春の日差しの中，
高原でのランニングを楽しまれました。また，大
会には町議会議員もボランティアとして参加しま
した。

主な内容
第１回定例会‥‥‥‥P2,3
補正予算‥‥‥‥‥‥P4
議決一覧‥‥‥‥‥‥P4,5
一般質問‥‥‥‥‥‥P6,7
議会の動き‥‥‥‥‥P7
新議会構成 ‥‥‥‥P8〜10
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66億3,084万1千円を可決

　年度当初に町長が任期満了を迎えることから骨格予算として編成され，新規事業及び政策的経費を

除いた経費が計上されております。ただし，下場土地区画整理事業や特定防衛施設周辺整備事業など

の継続事業や，医療・福祉関連経費及び，執行時期の関係から住民生活への影響が懸念される経費，

施設の維持管理等の経費については，その見込額が計上されています。

　

３
月
定
例
会
は
2
月
28
日
に

招
集
さ
れ
、
３
月
10
日
ま
で
の

11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
吉
松
地
区

街
路
灯
施
設
の
無
償
譲
渡
や
、

姶
良
伊
佐
地
区
介
護
保
険
組
合

規
約
の
変
更
、
シ
ル
バ
ー
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
指

定
、
町
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ

か
、
平
成
28
年
度
の
各
会
計
の

事
業
執
行
に
伴
う
補
正
予
算
及

び
平
成
29
年
度
の
各
会
計
の
当

初
予
算
な
ど
全
部
で
17
議
案
が

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 　

一
般
質
問
で
は
議
員
１
名

が
１
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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会
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総
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農
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商
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土
木
費

消
防
費

教
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災
害
復
旧
費

公
債
費

そ
の
他
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28年度

歳出の前年度比
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第 1回定例会 一般会計予算
29年度

　

特
別
会
計
は
総
額
33
億
８

１
８
万
4
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
2.8
％
の
減
額
。
国
民
健

康
保
険
事
業
は
、
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
の
減
額
、

介
護
保
険
事
業
は
、
居
宅
介

護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

の
減
額
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
は
広
域
連
合
納
付
金
の

減
額
等
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
、
施
設

の
維
持
管
理
に
伴
う
経
費
、

水
道
メ
ー
タ
ー
耐
用
年
数
到

来
に
伴
う
取
替
委
託
、
配
水

管
等
の
漏
水
修
繕
及
び
配
水

池
各
施
設
の
修
繕
料
等
の
計

上
、
ま
た
土
地
区
画
整
理
事

業
や
吉
松
簡
易
水
道
再
編
推

進
業
関
係
の
経
費
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
総
額
66
億
３

０
８
４
万
１
０
０
０
円
で
前

年
度
に
比
べ
約
4.0
％
の
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
年
度
初
め
に
町
長
が
任
期

満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

政
策
的
予
算
は
計
上
さ
れ
ず

継
続
事
業
費
を
含
む
骨
格
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
財

源
に
占
め
る
主
な
も
の
は
、

町
税
13
・
5
％
、
地
方
交
付

税
42
・
４
％
、
国
庫
支
出
金

9.7
％
、
繰
入
金
9.0
％
、
県
支

出
金
7.9
％
、
町
債
6.8
％
と
な

っ
て
お
り
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
民
生

費
が
23
・
８
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
衛
生
費 

13
・
４
％
、

公
債
費
（
借
金
返
済
）
12
・

８
％
、
土
木
費
12
・
７
％
、

総
務
費
12
・
１
％
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特別会計 予　算　額 前年比
（％）

国 保 17億5,663万8千円 ▲4.6

介 護 保 険 14億797万4千円 ▲0.6 

後 期 高 齢 1億4,357万2千円 ▲2.0 

水 道 事 業 予　算　額 前年比
（％）

収
益

収 入 2億4,211万3千円 ▲0.8

支 出 1億9,697万7千円 6.5 

資
本

収 入 1億7,690万円 ▲52.9 

支 出 2億9,214万4千円 ▲43.7

特別会計 33億818万4,000円

一般会計 66億3,084万1,000円

町税
13.5%

繰入金
9.0%

使用料及び手数料　2.2%
諸収入　　　　　　2.3%
分担金及び負担金　0.9%
その他（自主財源）　2.0%

地方交付税
42.4%

町債
6.8%

国庫支出金
9.7%

その他（依存財源）0.2%
地方譲与税　　　　1.0%
地方消費税交付金　2.1%
県支出金                          7.9%

自主財源
29.9%

依存財源
70.1%
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今回の補正予算は，２８年度の各事務事業の執行に伴う減額と街路灯改修補助金等の追加計
上及び各事業費の調整等であります。

　吉松地区の街路灯をＬＥＤ電
灯に改修するための街路灯改修
補助金です。

　国民健康保険事業特別会計の
財源不足を補うため，同会計へ
の法定外分の繰出金の増額です。

　保育所運営に係る保育士の処
遇改善及び途中入所の増加に伴
う扶助費の増額です。

子どものための
教育・保育給付費街路灯改修補助金 国民健康保険事業

特別会計繰出金

平成２８年度 
  一般会計補正予算（6号）

総額 72億3,587万5千円に

こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

議 案 第 １ 号 財産の無償譲渡について
商工業における街路灯管理の統一化を図りたいため，平成８年度及び
平成９年度に街路灯整備事業により設置した吉松地区の街路灯施設
を，無償譲渡しようとするもの。

原案可決

議 案 第 ２ 号 姶良・伊佐地区介護保険組合
規約の変更について

霧島市が事務所の設置方式が現在の分庁方式から本庁方式に移行す
ることに伴い，「霧島市役所隼人庁舎」の名称を規定した霧島市役所庁
舎設置条例を廃止することとなったため，組合規約を変更することに
ついて協議したいので，議会の議決を求めるもの。

原案可決

議 案 第 ３ 号
湧水町シルバーケアセンター
の管理運営に関する指定管理
者の指定について

社会福祉法人湧水町社会福祉協議会を湧水町シルバーケアセンター
の指定管理者として指定することについて，議会の議決を求めるも
の。

原案可決
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議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

議 案 第 ４ 号

湧水町職員の勤務時間，休暇
等に関する条例及び湧水町職
員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例の制定
について

地方公務員法の育児休業等に関する法律及び育児休業，介護休業等育
児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する
法律が公布され，育児支援・介護支援に係る条項が改正されたことに
伴い，所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議 案 第 ５ 号
湧水町職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制
定について

時間外手当等に係る勤務１時間当たりの給与額の算出方法を労働基
準法の規定に基づいた算出方法に改正する必要があるため，所要の改
正をしようとするもの。

原案可決

議 案 第 ６ 号 湧水町税条例等の一部を改正
する条例の制定について

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うため
の地方税及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正す
る法律及び地方税法施行令の一部を改正する政令等の一部を改正す
る政令の公布に伴い，所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議 案 第 ７ 号
湧水町農業農村推進協議会設
置条例の一部を改正する条例
の制定について

国の機関の名称変更に伴い，所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議 案 第 ８ 号
湧水町個人情報保護条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律が施行されたことに伴い，所要の改正をしようとするもの。 原案可決

議 案 第 ９ 号 平成２８年度湧水町一般会計
補正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２２９，８６５千円を減額
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，２３５，８７５千円と
するもの。

原案可決

議案第１０号
平成２８年度湧水町国民健康
保険事業特別会計補正予算

（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５，５９０千円を減額
し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，８１４，９５４千円と
するもの。

原案可決

議案第１１号
平成２８年度湧水町介護保険
事業特別会計補正予算

（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，０４６千円を減額し，
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，４４５，０６７千円とす
るもの。

原案可決

議案第１２号
平成２８年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計補正予算

（第２号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６，２４７千円を減額し，
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４０，４１４千円とするも
の。

原案可決

議案第１３号 平成２９年度湧水町一般会計
予算 Ｐ２，３参照 原案可決

議案第１４号 平成２９年度湧水町国民健康
保険事業特別会計予算 Ｐ２，３参照 原案可決

議案第１５号 平成２９年度湧水町介護保険
事業特別会計予算 Ｐ２，３参照 原案可決

議案第１６号 平成２９年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計予算 Ｐ２，３参照 原案可決

議案第１７号 平成２９年度湧水町水道事業
会計予算 Ｐ２，３参照 原案可決

議案第１８号 平成２８年度湧水町一般会計
補正予算（第７号） 平成28年度一般会計予算の繰越明許費（２事業）の追加 原案可決

承 認 第 １ 号

専決処分の承認を求めること
について（湧水町税条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて）

地方税法等の一部改正に伴い地方自治法の規定により，専決処分した
ので，これを報告し，承認を求めるもの。 承認

承 認 第 ２ 号

専決処分の承認を求めること
について（湧水町国民健康保
険税条例の一部を改正する条
例の制定について）

地方税法等の一部改正に伴い地方自治法の規定により，専決処
分したので，これを報告し，承認を求めるもの。 承認

同 意 第 １ 号 監査委員の選任について 監査委員の任期満了に伴い，新たに，湧水町木場 宗照夫氏を地方自治
法の規定により，議会の同意を求め選任しようとするもの。 同意
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一 般 質 問

町 政 を 問 う !

　
　

川
内
川
の
水
害
、

新
燃
岳
の
噴
火
、
口
蹄

疫
対
策
な
ど
我
が
町
に
起
こ
っ
た
災
害

事
例
か
ら
町
民
を
守
る
上
で
今
後
の
災

害
に
対
応
す
る
課
題
は
何
か
伺
い
ま

す
。

　

住
民
へ
の
正
確
か
つ
迅

速
な
情
報
伝
達
を
行
う
と

と
も
に
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
、
強
化
並
び
に
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
地
震
な
ど
大
地
が

動
乱
し
て
い
る
。
不
測

の
事
態
に
遭
遇
し
て
も
住
民
を
守
る
た

め
に
防
災
減
災
を
実
行
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
い
て
は
、
要
配
慮
者
等

の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営
な
ど
、
地

域
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協

力
し
て
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
面
も
あ
り
、
ま
さ
に
﹁
自
助
・
共

助
﹂
が
全
面
的
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。　

川
内
川
関
連
で
平
成
18

年
水
害
や
そ
の
他
の
水
害

の
際
、
最
高
水
位
を
示
す
恒
久
的
な
石

碑
を
建
て
て
、
後
世
へ
の
教
訓
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
21
日
に

吉
松
小
学
校
敷
地
内
に

﹁
平
成
18
年
県
北
部
豪
雨
災
害
被
災
水

位
標
柱
﹂
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
住
民
よ
り
石
の

門
柱
を
寄
附
す
る
の

で
、
ぜ
ひ
後
世
へ
の
教
訓
と
し
た
い
と

強
い
要
望
が
あ
り
、
小
学
校
校
庭
の
標

柱
は
目
立
た
ず
人
目
に
付
か
ず
気
付
か

れ
な
い
の
で
、
川
添
新
村
、
国
道
沿
い

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　

地
域
住
民
が
朝
晩
見
る

こ
と
に
お
い
て
、
災
害
に

対
す
る
危
険
防
止
、
そ
し
て
自
分
の
身

を
守
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
担
当
課
長
に
指
示

す
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

今後の災害対策の課題は

自主防災組織の育成に努める

森山　マスミ　議員

町
長

町
長

森
山
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石
の
門
柱
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
川
添
の
国
道
沿
い
に

再
度
設
置
す
る
と
い
う
言
葉
を
頂
き
た

い
。

　

箇
所
に
つ
い
て
は
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
方

を
聞
い
て
建
て
る
、
設
置
す
る
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
方
向
で
い
く
よ
う
議
員

の
皆
様
方
の
協
力
を
願
い
ま
す
。

森
山

町
長

議  会  の  動  き
月 期日 曜日 議会の動き

4 水 ・町成人式　

8 日 ・町消防出初式

11 水
・議会運営委員会　 
・広報編集委員会 
・町商工会新春懇談会

17 火 ・議員全員協議会　 
・広報編集委員会

24 火 ・広報編集委員会

31 火
・議会運営委員会　 
・広報編集委員会 
・議員研修会

6 月 ・姶良伊佐介護保険組合議会 

7 火 ・議員全員協議会

8 水 ・人権啓発推進会議研修会

9 木 ・民生委員と語る会 

16 木

・伊佐北姶良環境管理組合議会定例会 
・伊佐北姶良火葬場管理組議会合定例会 
・大口地方卸売市場管理組議会合定例会 
・伊佐湧水消防組合議会定例会

20 月 ・議会運営委員会

21 火 ・県町村議会議長会定期総会

22 水 ・議員全員協議会

24 金 ・議会運営委員会　 
・鹿児島湧水会

27 月 ・議員全員協議会　

28 火 ・第 1 回定例会本会議　 
・各常任委員会

1 水 ・各常任委員会

2 木 ・各常任委員会 
・議員全員協議会

7 火 ・本会議（一般質問） 
・議員全員協議会

10 金
・最終本会議 
・議員全員協議会　 
・広報編集委員会

14 火 ・各中学校卒業式

15 水 ・みのり卒園式 
・自治会長会　

16 木 ・議会運営委員会

17 金 ・幼稚園卒園式

21 火 ・議員全員協議会

22 水 ・町畜産共進会　

23 木 ・各小学校卒業式

27 月 ・議会運営委員会

28 火 ・議員全員協議会 
・第１回議会臨時会

６ 木 ・各小学校入学式
・各中学校入学式

７ 金 ・幼稚園入園式

12 水 ・転入教職員宣誓式・歓迎会

25 火 ・議員懇談会

28 金 ・議員全員協議会　
・初議会（第２回議会臨時会）

1
　
　
　
　
月

2
　
　
　
　
月

3
　
　
　
　
月

4
　
　
　
　
月
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新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

　

平
成
29
年
４
月
28

日
に
開
催
さ
れ
た
第

2
回
湧
水
町
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
議

会
議
長
に
森
山
マ
ス

ミ
議
員
が
、
副
議
長

に
は
吉
永
義
和
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
構

成
や
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
と
し

て
の
責
任
の

重
さ
を
感
じ

な
が
ら
、町

議
会
議
員
の

最
大
の
任
務
は
常
に
一
町
民
の
立

場
か
ら
次
の
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
教
育
関
連
事
業
な
ど
町
民
生
活

の
改
善
と
向
上
を
見
守
る
こ
と
だ

と
信
じ
、不
撓
不
屈
の
精
神
で
何
事

に
も
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。常
に
ご

指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
議
会
議

員
と
し
て
の

責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い

で
す
。議
長
を
始
め
と
す
る
各
議
員

の
闊
達
な
議
論
と
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
、職
責
を
全
う
す
る
所
存
で

御
座
い
ま
す
。私
は
次
の﹁
子
育
て
世

代
、高
齢
者
の
皆
様
方
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
﹂を
推
進
い

た
し
ま
す
。

植
林  

伸
洋

成
政  

晃

湧
水
町
議
会
議
員
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
初
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
賜
り
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
の
財
政
状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
課
題
も

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
執
行
機
関
と
は
是
々

非
々
の
立
場
で
町
政
発
展
の
た
め
に
最
善
を
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
民
か
ら

の
負
託
を
受
け
た
代
表
と
し
て
議
員
各
位
が
町
民

の
意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
そ
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
公
正
公
平
な
議
会
運
営

に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

方
の
町
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
が
行
う
べ
き
﹁
責
任
あ
る
決
定
﹂

の
た
め
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
議

員
相
互
の
議
論
を
深
め
て
合
意
形
成
を
図

る
こ
と
が
よ
り
良
い
決
定
の
た
め
の
重
要

な
要
素
で
す
。
現
在
、
町
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
そ
の
課
題
解
決
に

全
力
で
取
り
組
み
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
の
あ

る
べ
き
姿
で
あ
る
町
域
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
の
責
任
あ
る
意
思
決
定
機
関
と
し
て

町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
わ
か
り
や
す

く
開
か
れ
た
議
会
を
求
め
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

議会議長
森山  マスミ

議会副議長
吉永  義和
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新
人
議
員
と

し
て
、
四
年
間

を
町
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
活
動
方
針
は
、第
一
に
一
票
一
票
の
重
み

を
大
切
に
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の
声
を
議

会
に
届
け
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、地
域
経
済

の
活
性
化
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
・
地
域
が

安
全
と
安
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
・
地
域
の
特

性
を
活
か
し
て
の
産
業
の
振
興
等
に
努
め
、希

望
溢
れ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
の
社

会
情
勢
は
、

国
内
外
に
お

い
て
も
非
常

に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。我
が
町
に
お
い

て
も
、少
子
高
齢
化
の
直
撃
を
受
け

将
来
に
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。先
ず

は
、定
住
促
進
と
福
祉
の
向
上
を
図

り
、本
町
発
展
の
た
め
信
頼
回
復
に

努
め
る
と
伴
に
本
町
の
特
色
を
生

か
し
た
独
自
性
の
あ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

少
子
化
や

人
口
減
少
に

つ
い
て
は
歯

止
め
の
き
か

な
い
現
状
で

あ
り
ま
す
が
、美
し
い
自
然
の
あ
る

湧
水
町
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し

な
が
ら
福
祉
向
上
は
基
よ
り
、若
者

の
子
育
て
に
希
望
が
持
て
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、我

が
町
湧
水
町
発
展
の
た
め
に
全
力

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢

化
が
進
み
人

口
減
少
が
止

ま
ら
な
い
我

が
湧
水
町
。

﹁
子
供
や
孫
の
時
代
に
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
﹂と
不
安
に
な
り
ま
す
。な

ん
と
か
し
て
こ
の
流
れ
を
変
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
は﹁
明
る
く
元

気
な
街
﹂を
目
指
し
て
同
僚
議
員
は

も
と
よ
り
、役
場
の
職
員
の
皆
さ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
供
に
汗
を
か
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
議
員

と
し
て
私
達

に
あ
た
え
ら

れ
た
責
任
と

役
割
は
重
た

く
、ま
た
そ
れ
を
念
頭
に
お
き
、地

域
の
声
や
意
見
を
町
政
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。初
心
を
忘
れ
ず

に
皆
様
と
共
に
町
発
展
の
た
め
、全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
議
員

と
し
て
の
職

責
と
役
割
を

十
分
認
識
し
、

こ
れ
ま
で
の

議
員
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、豊

か
な
心
で
生
活
で
き
る
湧
水
町
の

発
展
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　

合
併
し
て

早
十
二
年
、

こ
れ
か
ら
は

一
つ
に
な
っ

た
湧
水
町
の

方
向
性
を
決
め
る
時
期
に
あ
ろ
う
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。町
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
て
、こ
れ
ま
で
の

議
員
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て﹁
こ

こ
に
住
み
た
い
。帰
っ
て
き
た
い
。﹂

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の

進
展
に
的
確

に
対
応
し
、

人
口
減
少
の

克
服
、地
域

経
済
の
発
展
や
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
な
ど
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
な
か
、地
方
創
生
総
合

戦
略
の
推
進
事
業
の
検
証
を
行
い

必
要
な
改
善
等
に
つ
い
て
は
、意
見
、

提
言
を
い
た
し
ま
す
。又
、議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
議
員
の
資
質
向

上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

宗  

照
夫

小
川  

忍

山
元  

明

中
村  
和
博

橋
元  

義
嗣

亀
澤  

中

境
田  

公
明

仮
屋  

良
二
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傍聴にお越しください。

次の定例会は６月上旬予定

常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

一 部 事 務 組 合 選 出 議 員

常任委員会 委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　　員
総 務 仮 屋　 良 二 橋 元　 義 嗣 植 林　 伸 洋 成 政　 晃 宗　 照 夫 森山 マスミ
経 済 亀 澤　 中 境 田　 公 明 小 川　 忍 山 元　 明 中 村　 和 博 吉 永　 義 和

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　　員
吉 永　 義 和 仮 屋　 良 二 亀 澤 　 中 橋 元　 義 嗣 境 田　 公 明

一　部　事　務　組　合　名 選　　出　　議　　員
伊 佐 北 姶 良 火 葬 場 管 理 組 合 植林　伸洋，成政　晃，吉永　義和
大 口 地 方 卸 売 市 場 管 理 組 合 橋元　義嗣
伊 佐 湧 水 消 防 組 合 中村　和博，境田　公明，仮屋　良二
伊 佐 北 姶 良 環 境 管 理 組 合 小川　忍，山元　明，亀澤　中，森山　マスミ
姶 良・ 伊 佐 地 区 介 護 保 険 組 合 森山　マスミ


